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議会だより

そでが らう ガ
ウ
ラ

袖ケ浦市マスコットキャラクター「ガウラ」

市 議 会

遊びに来て
ね！

14：40～ オープニング
15：00～ ふれあいミニステージ・
 子ども広場・福祉バザー
18：30～ セレモニー・踊り
20：00～ 花火
・午後1時からドイツ村入園料無料
   満車の場合、駐車場入場制限あり ※写真は昨年の夏まつり「ふれあいミニステージ：長浦エアロキッズ」

袖ケ浦市
民ふれあ

い夏まつ
り８月２日

(土)
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6
月
定
例
会
は
、
6
月
4
日
か
ら
6
月
23
日
ま
で
の
20
日
間

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正

及
び
廃
止
、
契
約
の
締
結
、
財
産
の
取
得
、
陳
情
3
件
に
つ
い

て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

6
月
定
例
会

　提案された一般会計補正予
算は、市民福祉の向上及び将
来を見据えた計画的な事業推
進に必要不可欠な内容であり、
海側地区公益施設の調査委託
費を含む補正歳出予算すべてに伴う財源と
して、市税、分担金及び負担金、国庫支出
金、県支出金、市債を的確に計上している
ので賛成です。

　調査委託費は、全額を国庫
補助金で賄う計画ですが、第
１次選考で外れており、２次
への応募についても、どのよ
うな対象で、市民が求めてい
る公益施設に対する具体的な構想が無く目
的が見えません。市の考えをしっかり定め
るべきだと考えます。他の補正予算は賛成
ですが、この委託費には反対です。

篠原幸一議員 励波久子議員賛成 反対

袖ケ浦駅海側
公益施設整備で調査委託？
国の先導的官民連携支援事業補助金を活用し、袖ケ浦駅海側地区へ予定している市民交流の
ための公益施設整備に伴う調査委託費の補正に対して質疑が集中しました。

総務企画常任委員会での質疑 委員会で修正案提出

委員会の審査結果は

Ｑどのような計画なのか。
Ａ定住促進、賑わいの創出、市民交流のための公益施設
の整備に、民間の能力を活用するため調査委託するも
のです。（調査委託費予算 1296 万円）

Ｑ全額補助金というが、不採択だったのでは。
Ａ第１次選考から外れましたが、第２次へ応募します。
Ｑ具体的な考えは無いのか。アンケート等で市民が何を
求めているのか市はわかるはず。補助金が出るからと
いって委託しなくてもいいのでは。

Ａ民間からの提案の可能性を広げるため具体的な案を出
していません。施設整備や運営についても民間の力を
活用し、支出をできるだけ抑えられるよう調査します。

具体的な市の方針を定めてか
ら委託が必要か判断しても間
に合うとの理由から、この調
査委託費を除いた一般会計補
正予算の修正案が提出される。

そ
の
他
の
主
な
補
正
予
算
内
容

●
平
成
26
年
２
月
の
大
雪

に
よ
る
被
害
を
受
け
た
農

業
用
施
設
の
再
建
等
に
係

る
支
援

１
億
９
千
376
万
３
千
円

　

２
月
の
大
雪
に
よ
る
被

害
に
対
し
、
農
業
施
設
再

建
等
の
た
め
支
援
を
行
い

ま
す
。
被
害
事
業
所
数
80

事
業
所
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
等
被
害
施
設
件
数
157
件
。

●
が
ん
検
診
事
業
571
万
１
千
円

　

市
で
は
一
定
年
齢
の
対
象
者
に
対
し
、
が
ん
検
診

の
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
未
受
診
者
も
多
い

た
め
、
が
ん
早
期
発
見
の
た
め
、
再
勧
奨
を
行
う
事

業
で
す
。

◆
一
般
会
計
◆

３
億
３
千
962
万
７
千
円
の
補
正
増　

合
計　

264
億
５
千
962
万
７
千
円

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
◆

９
千
644
万
１
千
円
の
補
正
増

合
計　
　

14
億
２
千
944
万
１
千
円

↓
Ｐ
4
に
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す

契
約
・
財
産

◆
中
川
小
学
校
体
育
館
耐
震
補
強
等
工
事

１
億
８
千
684
万
円

　

工
期
は
６
月
24
日
か
ら
平
成
27
年
２
月
12
日
ま
で

◆
化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
大
Ⅰ
型
）
購
入

９
千
522
万
６
千
330
円

修正案２対５（委員長を除く）
で否決。原案可決。

本会議で討論
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福
祉
作
業
所
う
ぐ
い
す
園

　

休
廃
止
の
検
討
が
さ
れ
て
い
た
福

祉
作
業
所
う
ぐ
い
す
園
の
継
続
が
決

定
さ
れ
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
、
障

害
者
総
合
支
援
法
に
則
し
た
事
業
を

実
施
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

主
な
改
正
内
容

①
事
業
は
、
「
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
」
「
生
活
介
護
」
「
日
中
一
時
支

援
」
を
行
い
ま
す
。

②
事
業
ご
と
に
定
員
や
利
用
資
格
を

規
定
し
ま
す
。
（
下
表
を
参
照
）

③
利
用
料
金
が
か
か
る
よ
う
に
な
り

ま
す
が
、
市
民
税
非
課
税
者
は
無
料

で
す
。

福祉作業所うぐいす園を継続
～障害者総合支援法に則した事業に～

　

近
隣
で
は
実
施
し
て
い
な
い

利
用
料
金
制
を
導
入
し
て
い
ま

す
が
、
利
用
料
金
制
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
利

用
者
へ
の
説
明
が
十
分
に
行
わ

れ
て
い
な
い
状
況
で
は
、
指
定

管
理
者
の
運
営
に
支
障
を
き
た

す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

利
用
者
の
希
望
は
、
同
じ
指

導
員
が
長
期
に
わ
た
り
支
援
す

る
こ
と
で
す
。
数
年
ご
と
に
管

理
者
が
交
代
し
、
指
導
員
の
継

続
雇
用
が
不
安
定
な
指
定
管
理

者
制
度
は
本
来
な
じ
ま
な
い
と

感
じ
ま
す
。

　

利
用
者
の
十
分
な
理
解
が
得

ら
れ
な
い
ま
ま
、
利
用
料
金
制

を
条
文
に
明
記
し
た
条
例
に
は

反
対
で
す
。

　

障
害
者
総
合
支
援
法
に
則
し

た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

行
う
た
め
に
必
要
な
条
例
改
正

で
す
。

　

利
用
料
金
制
は
、
会
計
事
務

の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、

管
理
受
託
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
維
持
向
上
と
、
民
間
の
ノ

ウ
ハ
ウ
と
工
夫
に
よ
る
運
営
で

施
設
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

優
良
な
管
理
者
の
応
募
を
期

待
し
、
市
と
し
て
も
管
理
受
託

者
が
健
全
な
運
営
を
図
れ
る
よ

う
、
利
用
料
金
収
入
見
込
み
を

厳
密
に
算
定
し
、
指
定
し
た
管

理
者
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
徹
底

が
不
可
欠
と
し
た
う
え
で
、
賛

成
し
ま
す
。

篠
﨑 

典
之 

議
員

笹
生 

典
之 

議
員

賛成

反対

実施事業 定　員 利用資格

就労継続
支援Ｂ型 30 人 障害者総合支援

法に規定する市町
村の受給者証の
交付を受けた方生活介護 12 人

日中
一時支援

他事業の利
用に支障の
ない範囲

一時的に見守り等
の支援が必要と市
町村長が認めた方

永年在職議員表彰
議員10 年以上表彰
 塚本　幸子　議員
　永年にわたり、議員として市政の振興と
地方自治の進展に尽くされた功績により、
全国市議会議長会から表彰されました。　
　６月４日（水）本会議場において、議長
より表彰状の伝達が行われました。





第二うぐいす園
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火
災
予
防
条
例
改
正
で
お
ま
つ
り
時
の

消
火
器
と
届
出
義
務
付
け 

　

平
成
25
年
８
月
に
京
都
府
福
知
山
花
火
大
会
で

発
生
し
た
火
災
事
故
を
ふ
ま
え
、
不
特
定
多
数
の

来
場
者
が
見
込
ま
れ
る
催
し
（
※
１
）
で
、
コ
ン

ロ
や
発
電
機
等
の
対
象
火
気
器
具
等
（
※
２
）
を

使
用
す
る
場
合
、
消
火
器
の
準
備
と
、
消
防
機
関

へ
の
届
出
等
が
義
務
付
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

質
 問
市
民
へ
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
。

回
 答
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
、
自
治
会
へ
の

回
覧
等
で
周
知
し
て
い
ま
す
。

質
 問
自
治
会
で
行
う
小
規
模
な
夏
祭
り
へ
の
条

例
適
用
に
つ
い
て
。

回
 答
自
治
会
で
行
う
夏
祭
り
で
も
不
特
定
多
数

の
来
場
者
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
消
火
器
の
準

備
、
届
出
が
必
要
で
す
。

質
 問
海
浜
公
園
で
行
わ
れ
る
氣
志
團
コ
ン
サ
ー

ト
の
火
災
予
防
措
置
の
対
応
は
。

回
 答
昨
年
は
コ
ン
サ
ー
ト
前
に
出
店
者
に
対
し

て
説
明
を
行
い
、
当
日
職
員
が
現
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
も
、
す
で
に
事
前
打

ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

  委員会レポート
議会では、より詳しい審議をするため 3つの常任委員会で審議しています。6月定例会では、議案 5議案、
陳情3件が各委員会へ付託され、審議されました。以下、議案審議内容の抜粋。陳情の審議内容は10ページです。

国
保
税
条
例
改
正　

後
期
高
齢
者
部
分
と

介
護
部
分
の
限
度
額
引
き
上
げ

　

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
以
下
の
と
お

り
改
正
す
る
も
の
で
す
。

①
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
分
と
介
護
納
付

金
課
税
額
分
の
賦
課
限
度
額
を
そ
れ
ぞ
れ
２
万
円

ず
つ
引
き
上
げ
ま
す
。　

②
軽
減
措
置
の
対
象
世
帯
所
得
判
定
基
準
を
変

更
。
税
の
軽
減
世
帯
の
範
囲
が
広
が
り
ま
す
。

質
 問
賦
課
限
度
額
の
上
限
世
帯
の
所
得
額
に
つ

い
て
、
い
く
ら
ぐ
ら
い
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

回
 答
４
人
家
族
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
概

算
所
得
額
で
後
期
分
は
720
万
円
、
介
護
分
は

990
万
円
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

質
 問
消
費
税
増
税
が
行
わ
れ
て
い
な
が
ら
、
更

に
限
度
額
を
引
き
上
げ
て
国
保
加
入
者
の
負
担

を
増
加
さ
せ
る
理
由
に
つ
い
て
。

回
 答
 限
度
額
の
引
き
上
げ
は
、
増
税
と
は
別
の

観
点
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
賦
課
限
度
額
を
超

え
る
高
所
得
者
と
中
低
所
得
者
の
負
担
の
公
平

性
を
確
保
す
る
た
め
で
す
。
消
費
税
率
の
改
正

に
伴
っ
て
生
じ
た
増
収
分
は
、
低
所
得
者
の
軽

減
拡
充
に
充
当
さ
れ
ま
す
。

質
 問
市
民
の
負
担
増
に
対
す
る
市
の
考
え
、
国

へ
の
働
き
か
け
に
つ
い
て
。

回
 答
公
平
性
の
観
点
か
ら
引
き
上
げ
を
行
い
ま

す
が
、
市
で
は
、
国
保
連
合
会
・
市
長
会
を
通

じ
て
、
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
に
諸
制

度
に
対
す
る
充
実
を
求
め
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
補
正　

袖
ケ
浦
駅
海
側
の
雨

水
幹
線
、
長
浦
小
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

　

下
水
道
事
業
で
は
、
袖
ケ
浦
駅
海
側
土
地
区
画

整
理
事
業
に
合
わ
せ
、
奈
良
輪
第
一
雨
水
幹
線
に

か
か
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
設
置
に
対
す
る
補

正
予
算
を
計
上
。
ま
た
、
総
合
地
震
対
策
と
し

て
、
長
浦
小
学
校
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
設
置

す
る
も
の
で
す
。

質
 問
補
正
予
算
の
経
緯
は
。

回
 答
平
成
25
年
度
に
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
の

一
環
で
あ
る
大
型
補
正
の
補
助
金
の
内
示
を
受

け
た
こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
度
の
事
業
を
前
倒

し
で
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
補
助
金
の
決
定
段

階
で
減
額
と
な
っ
た
た
め
、
実
施
で
き
な
か
っ

た
事
業
分
を
、
補
正
予
算
と
し
て
計
上
し
て
い

ま
す
。

質
 問
国
庫
補
助
金
の
内
示
額
は
変
更
に
な
る
こ

と
が
あ
る
の
か
。

回
 答
内
示
額
の
提
示
後
に
決
定
額
が
通
知
さ
れ

ま
す
が
、
決
定
段
階
で
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

質
 問
平
成
25
年
度
の
補
助
金
額
が
減
額
さ
れ
た

と
の
こ
と
だ
が
、
減
額
さ
れ
て
で
き
な
か
っ
た

事
業
を
今
回
の
補
正
で
計
上
し
て
い
る
の
か
。

内
容
に
変
更
は
あ
る
の
か
。

回
 答
内
容
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
25
年

度
に
補
助
金
額
の
減
額
に
よ
り
実
施
で
き
な

か
っ
た
事
業
内
容
で
そ
の
ま
ま
補
正
と
し
て
計

上
し
て
い
ま
す
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会　
６
月
１８
日

議
案
２
件
・
陳
情
２
件

建
設
経
済
常
任
委
員
会　
６
月
１９
日

議
案
１
件

総
務
企
画
常
任
委
員
会　
６
月
１７
日

議
案
２
件
・
陳
情
１
件

※
１
　
例
：
不
特
定
多
数
の
来
場
者
が
予
測
さ
れ

る
公
園
ま
つ
り
や
盆
踊
り
、
自
治
会
で
行
う
お

祭
り
、
神
社
の
祭
礼
等
の
催
し
。

　【
対
象
外
】
近
親
者
に
よ
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や

幼
稚
園
等
で
相
互
に
面
識
が
あ
る
者
の
み
が

参
加
す
る
催
し
。 

※
２

　
例
：
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
炭
、
薪
、
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
等
を
使
用
す
る
、
コ
ン
ロ
・
発
電
機
・

ス
ト
ー
ブ
等 
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議長は、地方自治法第１１６条の規定により、採決に加わりません。
議案名中の『袖ケ浦市』及び『～ついて』は省略しています。 ○＝原案賛成　●＝原案反対

詳細については、袖ケ浦市ホームページをご覧いただくか、議会事務局にお問い合わせください。
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議　案　名

議
決
結
果

粕
谷　

智
浩

在
原　

直
樹

小
国
　

勇

笹
生　

典
之

緒
方　

妙
子

篠
原　

幸
一

村
田
　

稔

鈴
木　

憲
雄

佐
久
間　

清

前
田　
美
智
江

長
谷
川　
重
義

篠
﨑　

龍
夫

茂
木　

芳
和

励
波　

久
子

佐
藤　

麗
子

笹
生
　

猛

榎
本　

雅
司

阿
津　

文
男

田
邊　

恒
生

塚
本　

幸
子

福
原　

孝
彦

篠
﨑
　
典
之

渡
辺
盛（
議
長
）

袖ケ浦都市計画事業袖ケ浦駅前土地
区画整理事業施行条例を廃止する条
例の制定

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

国民健康保険税条例の一部を改正
する条例の制定

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● －

福祉作業所の設置及び管理に関す
る条例の一部を改正する条例の制
定

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● －

火災予防条例の一部を改正する条
例の制定

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

契約の締結（中川小学校屋内運動
場耐震補強及び大規模改修工事
（建築工事））

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

財産の取得（化学消防ポンプ自動
車（大Ⅰ型）購入）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成26年度一般会計補正予算（第
1号）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● －

平成26年度公共下水道事業特別会
計補正予算（第1号）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

JRの長浦駅・袖ヶ浦駅利用者切り
捨てに対する決議書採択の陳情

不
採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ －

「国における平成27（2015）年
度教育予算拡充に関する意見書」
採択に関する陳情書

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

「義務教育費国庫負担制度の堅持に
関する意見書」採択に関する陳情書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発議案第1号「国における平成27
年度教育予算拡充に関する意見
書」

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発議案第２号「義務教育費国庫負
担制度の堅持に関する意見書」

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －




平成 26年６月定例会の議決結果

６月定例会では、議案８件、陳情３件、発議案２件について決議し、議案８件、発議案２件について原案のとおり可決されました。
また、陳情については２件が採択され、１件が不採択となりました。すべての案件のうち、賛否が分かれた案件は４件でした。

お詫びと訂正
平成26年5月1日発行第158号に誤りが
ありました。
　4ページに掲載した99歳以上の長寿祝
い金は、「5万円」ではなく、正しくは「3万
円」でした。お詫びし、訂正いたします。

人権擁護委員に　石
いし

井
い

　菊
きく

女
め

さん
前任の齋藤哲夫氏の任期満了に伴い、３月定例会に
おいて、新たに石井菊女さんが人権擁護委員に推薦
され、全員賛成で同意されました。任期は平成26年
７月１日から３年間です。
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一般質問とは、市政のあらゆる疑問につ
いて、市に対し、議員が質疑を行うものです。
ここでは、各議員の質問項目と、各議員本人
が作成した内容を通告順に掲載しています。
未掲載の内容については、市のホームページ
で録画配信しています。会議録は９月頃掲載
予定です。

　

緒
方　

妙
子　

議
員　
　
　
（
公
明
党
）

　

田
邊　

恒
生　

議
員　
　
　
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

・
交
通
事
故
を
防
ぐ
安
全
対
策
に
つ
い

て
・
空
き
家
な
ど
の
管
理
に
つ
い
て

・
本
気
で
取
り
組
む
産
業
振
興
の
実
効
策

に
つ
い
て

・
さ
ら
な
る
情
報
発
信
・
収
集
方
策
の
充

実
に
つ
い
て

一般質問

市政を問う1111
が
人人

児
童
生
徒
の
登
下
校
の

安
全
対
策
は
。

毎
年
、
各
学
校
区
の
危

険
箇
所
を
児
童
生
徒
が

認
識
共
有
し
、
危
険
回
避
等

の
指
導
と
母
女
の
会
に
よ
る

改
善
要
望
へ
の
対
処
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
の
見
守
り
に

よ
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

道
路
交
通
法
改
正
に
よ

る
自
転
車
運
転
の
本
市

の
周
知
活
動
な
ど
を
伺
う
。

学
校
や
高
齢
者
へ
の
実

技
や
講
話
指
導
で
、
自

転
車
は
軽
車
両
で
車
道
左
側

通
行
（
13
歳
未
満
70
歳
以
上

は
歩
道
通
行
可
）
、
違
反
時

の
罰
則
等
周
知
し
て
い
ま
す
。

高
齢
の
方
へ
の
安
全
指

導
と
確
保
の
対
策
は
。

様
々
な
体
験
型
実
技
指

導
や
地
域
に
あ
っ
た
講

習
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
て
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
元
進
出
企
業
の
評
価

課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

市
税
の
約
６
割
が
企
業

収
入
で
、
そ
の
大
半
が

臨
海
部
等
の
進
出
企
業
で
大

き
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

臨
海
部
企
業
の
雇
用
は
正
確

に
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

椎
の
森
工
業
団
地
の
従
業
員

は
約
640
名
で
市
内
在
住
は
約

100
名
で
す
。
臨
海
部
の
企
業

の
流
出
防
止
が
課
題
で
す
。

椎
の
森
工
業
団
地
２
期

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
企

業
誘
致
策
に
つ
い
て
伺
う
。

本
年
度
、
実
施
設
計
に

着
手
、
Ｈ
29
年
度
完

成
・
分
譲
開
始
予
定
で
す
。

分
譲
面
積
は
１
期
の
1.8
倍
で

す
。
県
と
共
に
企
業
誘
致
を

進
め
て
行
き
ま
す
。

県
・
市
の
長
期
未
利
用

地
を
活
用
し
た
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
企
業
な
ど
の
誘
致
策

本
市
の
条
例
に
命
令
を

検
討
し
て
い
る
理
由
は
。

強
制
力
を
伴
う
行
政
処

分
と
な
る
た
め
で
す
。

命
令
と
共
に
あ
え
て
代

執
行
を
入
れ
る
理
由
は
。

行
政
代
執
行
法
に
よ
る

代
執
行
に
つ
い
て
、
行

政
処
分
の
手
続
き
を
明
確
に

す
る
た
め
で
す
。

長
浦
の
空
き
ビ
ル
の
現

在
の
対
応
状
況
は
。

県
に
よ
り
勧
告
を
行
う

が
改
善
さ
れ
ず
、
３
月

に
事
前
通
知
、
５
月
に
改
善

措
置
命
令
を
出
し
ま
し
た
。

ビ
ル
所
有
者
が
命
令
に

従
わ
な
い
場
合
、
条
例

制
定
に
よ
る
本
市
の
対
応
は
。

危
険
防
止
措
置
と
し
て

鉄
骨
や
手
す
り
等
の
危

険
物
の
撤
去
が
想
定
さ
れ
ま

す
が
、
所
有
者
に
よ
る
解
体

撤
去
を
折
衝
し
て
い
き
ま
す
。

に
つ
い
て
伺
う
。

市
の
未
利
用
地
で
は
土

地
の
形
状
や
面
積
な
ど

の
条
件
が
合
わ
ず
、
土
地
の

貸
し
付
け
に
至
っ
た
案
件
は

あ
り
ま
せ
ん
。
市
内
の
県
の

未
利
用
地
は
分
譲
用
（
代
宿

地
区
）
と
公
共
施
設
用
地

（
臨
海
部
）
が
あ
り
ま
す
。

活
用
で
き
る
未
利
用
地
は
無

い
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、
情

報
共
有
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

更
な
る
産
業
振
興
策
に

つ
い
て
伺
う
。

臨
海
部
の
立
地
企
業
の

支
援
・
設
備
投
資
を
促

進
す
る
た
め
緑
化
規
制
の
緩

和
、
H 

27
年
１
月
迄
の
期
限

と
な
っ
て
い
る
企
業
振
興
条

例
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

交
通
事
故
を
防
ぐ
安
全
対

策

本
気
で
取
り
組
む
産
業
振

興
の
実
効
策
に
つ
い
て

空
き
家
な
ど
の
管
理
と
対

応

Q

QQ Q

Q

Q

QQQ

QQ A

AA

A

AA

AAA

AA

議会もクールビズ中です
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励
波　

久
子　

議
員　
（
日
本
共
産
党
袖
ケ
浦
市
議
団
）

　

粕
谷　

智
浩　

議
員　
　
　
（
新
風
会
）

　

篠
﨑　

龍
夫　

議
員　
　
　
（
新
政
会
）

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

・
子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
に
つ
い

て
・
公
園
・
緑
地
等
整
備
、
管
理
に
つ
い

て

・
袖
ケ
浦
駅
海
側
土
地
区
画
整
理
事
業

の
進
捗
及
び
隣
接
す
る
道
路
な
ど
の

整
備
状
況
に
つ
い
て

・
健
康
づ
く
り
の
具
体
化

・
幼
児
の
芸
術
教
育

一般質問市政を問う

安
倍
政
権
が
教
育
委
員

会
制
度
を
変
え
、
教
育

へ
の
首
長
の
介
入
を
強
化
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
政
治
が

や
る
べ
き
は
教
育
条
件
の
整

備
、
や
っ
て
は
な
ら
な
い
の

が
教
育
内
容
へ
の
介
入
支
配

と
考
え
る
が
市
長
の
考
え
は
。

中
立
性
の
確
保
と
教
育

が
安
定
的
に
継
続
し
て

い
く
こ
と
は
当
然
で
す
の
で
、

も
し
改
定
案
が
実
施
さ
れ
た

場
合
、
市
長
と
し
て
自
分
の

役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

保
育
料
は
、
新
制
度
と

は
別
に
ど
の
よ
う
に
見

直
し
を
し
て
い
る
の
か
。

近
隣
市
比
較
に
お
け
る

保
護
者
負
担
の
割
合
等

も
考
慮
す
る
と
、
保
育
料
の

見
直
し
も
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

海
側
土
地
区
画
整
理
事

業
の
進
捗
に
つ
い
て
。

本
年
度
末
の
進
捗
率
は

予
算
ベ
ー
ス
で
お
お
む

ね
70
％
で
す
。
ま
た
、
10
月

18
日
に
ち
ば
ア
ク
ア
ラ
イ
ン

マ
ラ
ソ
ン
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

と
あ
わ
せ
て
、
ま
ち
開
き
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
で

現
在
調
整
し
て
い
ま
す
。

海
側
に
あ
る
公
益
施
設

用
地
の
整
備
内
容
及
び

時
期
に
つ
い
て
。

1
階
に
市
民
の
交
流
の

場
を
、
そ
し
て
上
の
階

以
上
に
は
、
民
間
の
方
が
民

間
の
事
業
に
使
う
も
の
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
る
状
況
で
す
。

整
備
時
期
に
つ
い
て
は
事
業

の
概
成
、
あ
る
い
は
ま
ち
づ

く
り
の
熟
度
等
に
合
わ
せ
て

進
め
て
い
き
ま
す
。

海
側
地
区
に
接
続
す
る

道
路
の
整
備
時
期
に
つ

３
月
議
会
で
市
は
、
健

康
づ
く
り
部
会
に
お
い

て
、
市
民
向
け
に
健
康
づ
く

り
の
た
め
の
簡
単
な
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
の
作
成
・
配
布
を

検
討
す
る
と
し
た
。

　

他
市
の
例
や
自
分
の
思
い

を
入
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

を
例
と
し
て
作
成
し
て
み
た
。

チ
ェ
ッ
ク
項
目
は
、
体
重
、

食
べ
す
ぎ
は
な
か
っ
た
か
、

よ
く
噛
ん
で
食
べ
た
か
、
歯

を
磨
い
た
か
、
休
肝
日
を
取

っ
た
か
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
し

た
か
、
よ
く
歩
い
た
か
、
誰

か
に
会
っ
た
か
、
よ
く
眠
れ

た
か
、
新
聞
な
ど
を
読
ん
だ

か
、
最
後
に
、
総
合
的
に
１

日
頑
張
っ
た
か
な
ど
と
す
る
。

　

専
門
的
な
観
点
で
検
討
し
、

市
民
に
配
布
し
な
い
か
。

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
と
し

て
、
記
入
項
目
、
配
布

方
法
な
ど
に
つ
い
て
そ
の
有

近
隣
市
比
較
で
は
結
局

値
上
げ
。
市
長
は
子
育

て
環
境
日
本
一
を
掲
げ
て
い

る
の
に
、
そ
れ
で
い
い
の
か
。

総
合
的
に
勘
案
し
て
見

直
し
て
い
き
ま
す
。

小
規
模
保
育
は
基
準
が

バ
ラ
バ
ラ
。
保
育
者
全

員
を
有
資
格
者
に
し
な
い
か
。

全
員
を
有
資
格
者
に
し

た
場
合
、
保
育
士
の
確

保
や
経
営
面
で
事
業
者
の
参

入
を
困
難
に
し
ま
す
。
一
定

の
研
修
を
修
了
す
る
な
ど
の

措
置
で
質
を
確
保
し
ま
す
。

汐
見
公
園
は
位
置
的
に

使
い
づ
ら
い
公
園
に

な
っ
て
い
る
。
災
害
時
に
町

内
の
人
が
集
ま
れ
る
広
場
を

市
と
し
て
確
保
し
な
い
か
。

一
時
集
合
場
所
は
空
き

地
や
駐
車
場
、
歩
道
な

ど
利
用
し
て
下
さ
い
。
新
た

な
整
備
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
て
。西

内
河
高
須
線
は
西
内

河
根
場
線
、
中
野
畑
沢

線
の
延
長
線
上
に
位
置
し
て

い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
事
業

化
を
目
安
と
し
て
考
え
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
高
須
箕
和

田
線
の
北
部
延
伸
も
同
様
に

検
討
し
て
い
ま
す
。

県
道
袖
ケ
浦
中
島
木
更

津
線
の
大
型
車
通
行
へ

の
対
策
に
つ
い
て
。

本
年
１
月
に
国
に
よ
り

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
連
絡
道

の
側
道
を
通
行
す
る
大
型
車

を
、
国
道
16
号
バ
イ
パ
ス
に

誘
導
す
る
た
め
部
分
的
な
工

事
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
市
と
し
て
も

大
型
車
を
国
道
16
号
今
井
陸

橋
か
ら
袖
ケ
浦
イ
ン
タ
ー
方

面
に
誘
導
す
る
た
め
、
市
有

地
に
誘
導
看
板
を
設
置
す
る

予
定
で
す
。

効
性
な
ど
、
実
施
に
向
け
た

検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

ス
ペ
イ
ン
は
、
多
く
の

偉
大
な
芸
術
家
を
輩
出

し
て
い
る
。
プ
ラ
ド
美
術
館

で
は
、
エ
ル
・
グ
レ
コ
な
ど

の
絵
の
前
に
、
30
名
ほ
ど
の

幼
稚
園
児
が
地
べ
た
に
座
り
、

他
の
客
に
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
も
な
く
、
30
分
く
ら
い
先

生
と
話
し
込
ん
で
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
幼
児
教
育
を

市
で
も
行
わ
な
い
か
。

美
術
館
へ
の
見
学
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

表
現
と
い
う
観
点
で
、
感
じ

た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
表

現
す
る
取
り
組
み
で
、
楽
団

に
よ
る
演
奏
会
や
劇
団
に
よ

る
人
形
劇
の
鑑
賞
な
ど
、
本

物
を
間
近
で
体
験
さ
せ
る
教

育
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き

ま
す
。

教
育
へ
の
首
長
の
介
入
強

化
は
ダ
メ
！

子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制

度
で
保
育
は
ど
う
な
る

蔵
波
台
１
丁
目
中
心
部
に

市
民
が
集
え
る
公
園
を
！

海
側
地
区
の
進
捗
及
び
道

路
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て

健
康
づ
く
り
の
具
体
策

幼
児
の
芸
術
教
育

Q

Q

Q

QQ

Q

QQQ

Q

Q

A

A

A

A

A

AAA

A

A

A
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榎
本　

雅
司　

議
員　
　
　
（
創
袖
ク
ラ
ブ
）

　

前
田　

美
智
江　

議
員　
　
（
公
明
党
）

　

佐
久
間　

清　

議
員　
　
　
（
開
政
ク
ラ
ブ
）

・
農
業
行
政
に
つ
い
て

・
空
き
家
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
高
齢
者
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
健
康
長
寿
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
農
業
行
政
に
つ
い
て

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

・
袖
ケ
浦
駅
海
側
土
地
区
画
整
理
事
業

の
進
捗
に
つ
い
て

一般質問市政を問う

基
盤
整
備
事
業
後
の
各

地
区
の
農
業
経
営
に
つ

い
て
、
市
の
具
体
的
な
サ
ポ

ー
ト
を
伺
う
。

地
区
ご
と
に
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」
の
作
成
と
、

営
農
組
合
や
個
人
の
経
営
体

へ
農
地
集
積
を
進
め
ま
す
。

多
面
的
機
能
支
払
交
付

事
業
の
内
容
を
伺
う
。

農
地
・
水
路
等
の
基
礎

的
保
全
活
動
で
、
農

道
・
水
路
の
草
刈
り
や
泥
上

げ
、
農
道
の
砕
石
補
修
及
び

舗
装
と
Ｕ
字
溝
の
敷
設
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

基
盤
整
備
区
域
内
の
市

道
で
拡
幅
部
分
の
未
舗

装
に
つ
い
て
伺
う
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
乳
剤
の

散
布
を
実
施
。
他
の
路

線
も
当
面
こ
の
よ
う
な
対
応

を
考
え
て
い
ま
す
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
充
実

に
つ
い
て
伺
う
。

自
主
的
な
運
営
に
よ
る

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
果
た

す
役
割
は
、
今
後
更
に
大
き

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
引
き

続
き
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
後
半
に
実
施
さ

れ
る
「
介
護
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
制
度
」
の
内
容
を
伺
う
。

ポ
イ
ン
ト
還
元
額
は
、

年
5
千
円
程
度
で
、
還

元
方
法
は
ポ
イ
ン
ト
数
に
応

じ
、
地
域
振
興
の
発
展
の
た

め
に
貢
献
で
き
る
商
品
券
と

交
換
、
ま
た
は
福
祉
関
係
へ

寄
付
す
る
な
ど
の
方
法
を
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
受
け

入
れ
施
設
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
希
望
者
に
対
し
て
説
明

会
を
開
催
し
、
そ
の
後
、
正

式
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
と

い
う
流
れ
に
な
り
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
の
解
消
及

び
担
い
手
不
足
の
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
。

国
で
は
、
農
地
集
積
方

法
等
を
検
討
す
る
、

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
作

成
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
本

市
で
も
H
25
年
度
初
め
て
プ

ラ
ン
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
、
他
の
地
区
に

も
展
開
し
、
諸
課
題
の
解
決

を
図
り
ま
す
。

農
業
セ
ン
タ
ー
及
び
農

村
公
園
ひ
ら
お
か
の
里

の
再
編
整
備
に
つ
い
て
。

公
共
施
設
の
再
編
整
備

の
中
で
、
効
率
的
な
事

業
運
営
を
図
る
た
め
、
民
間

活
力
の
導
入
や
民
間
企
業
へ

の
貸
与
等
、
多
角
的
な
視
点

か
ら
調
査
研
究
し
、
よ
り
効

果
的
で
効
率
的
な
運
営
形
態

を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

市
道
管
理
者
と
し
て
の

維
持
管
理
等
を
伺
う
。

市
道
、
道
路
敷
を
含
め

て
通
行
す
る
上
で
支
障

が
無
い
よ
う
管
理
し
ま
す
。

今
後
の
金
網
柵
や
電
気

柵
の
設
置
予
定
を
伺
う
。

金
網
柵
は
高
谷
地
区
・

上
宮
田
地
区
、
電
気
柵

は
川
原
井
地
区
・
子
者
清
水

地
区
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
条
例
と
空
き
家

バ
ン
ク
の
役
割
を
伺
う
。

空
き
家
条
例
は
管
理
不

全
の
空
き
家
へ
の
対
応

策
で
、
空
き
家
バ
ン
ク
は
活

用
可
能
な
空
き
家
の
利
用
促

進
施
策
と
考
え
ま
す
。

空
き
家
条
例
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

12
月
議
会
へ
の
上
程
を

考
え
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
中
高
年
男

性
に
増
え
て
い
る
前
立

腺
が
ん
は
、
検
診
が
実
施
さ

れ
て
い
な
い
。
多
く
の
自
治

体
で
は
、
こ
の
検
診
を
実
施

し
て
い
る
が
、
そ
の
現
状
を

ど
う
み
て
い
る
の
か
伺
う
。

県
内
で
は
半
数
を
超
え

る
自
治
体
で
、
前
立
腺

が
ん
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
君
津
地
域
に
お
け
る

医
療
体
制
を
考
慮
し
な
が
ら

今
後
の
実
施
方
法
に
つ
い
て

調
査
研
究
し
ま
す
。

児
童
・
生
徒
が
、
が
ん

に
関
す
る
理
解
を
深
め
、

生
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
「
が

ん
教
育
」
に
つ
い
て
伺
う
。

国
は
、
が
ん
の
教
育
総

合
支
援
事
業
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
今
後
、
国
や
県

の
動
向
を
見
な
が
ら
、
が
ん

教
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
に
お
け
る
防
災
教

育
に
つ
い
て
。

本
市
の
学
校
は
沿
岸
部

か
ら
山
間
部
、
ま
た
は

河
川
の
流
域
等
に
あ
り
、
想

定
さ
れ
る
危
機
を
考
慮
し
た

避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
災
害
時
に
自
ら
安
全
な

行
動
が
で
き
る
よ
う
に
指
導

し
て
い
ま
す
。

平
岡
小
学
校
の
通
学
路

で
あ
る
県
道
横
田
停
車

場
上
泉
線
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
。歩

道
整
備
に
向
け
て
、

H
25
年
度
は
県
道
の
現

況
測
量
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
H
26
年
度
の
予
定
と
し

て
は
、
歩
道
整
備
の
概
略
設

計
が
行
わ
れ
、
そ
の
成
果
で

地
元
説
明
会
を
行
う
予
定
で

す
。
市
と
し
て
も
歩
道
整
備

の
早
期
完
成
に
向
け
て
、
県

に
協
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

高
齢
者
の
生
き
が
い
活
動

支
援
の
充
実
を
！

健
康
長
寿
の
た
め
の
取
り

組
み
を
！

農
業
行
政
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

Q

Q

QQ

Q

QQ

Q

Q

QQ

Q

QQQ

A

A

AA

A

AA

A

AA

AA

AAA



9

　

笹
生　

猛　

議
員　
　
　
（
創
袖
ク
ラ
ブ
）

　

篠
﨑　

典
之　

議
員　
（
日
本
共
産
党
袖
ケ
浦
市
議
団
）

　

佐
藤　

麗
子　

議
員　
　
　
（
志
清
会
）

・
袖
ケ
浦
市
政
に
お
け
る
市
民
協
働
の

あ
り
方
に
つ
い
て

・
袖
ケ
浦
市
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て

・
環
境
保
全
行
政
に
つ
い
て

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
施
策

に
つ
い
て

・
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

・
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・
こ
れ
か
ら
向
か
う
べ
き
袖
ケ
浦
市
の

姿
に
つ
い
て

一般質問市政を問う

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
が
必
要
な
理
由
は
。

地
方
分
権
の
進
展
に
よ

り
、
特
色
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
が
可
能
に
な
っ
た
と

同
時
に
、
社
会
の
多
様
化
に

よ
り
行
政
だ
け
で
の
対
応
が

難
し
く
な
っ
た
か
ら
で
す
。

現
在
行
わ
れ
て
い
る
協

働
を
進
め
る
た
め
の
取

り
組
み
の
実
績
と
評
価
は
。

市
民
と
の
情
報
共
有
の

た
め
、
市
長
が
直
接
意

見
交
換
を
し
て
い
ま
す
。
参

加
者
は
ま
だ
多
い
と
は
言
え

ま
せ
ん
が
、
市
政
に
関
心
を

も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
業
自
体
の
デ
ザ
イ
ン

が
甘
く
、
戦
略
が
な
い

と
考
え
る
。

協
働
を
進
め
や
す
い
分

野
か
ら
進
め
る
の
も
一

つ
の
手
法
で
あ
り
、
そ
こ
か

国
道
409
号
線
沿
線
高
谷
、

林
地
区
で
改
良
土
と
称

す
る
土
砂
造
成
で
、
土
砂
災

害
も
懸
念
さ
れ
る
。
防
災
規

定
が
な
く
、
規
制
が
必
要
だ

が
ど
う
か
。

現
場
は
、
法
規
制
が
無

い
原
野
で
安
全
対
策
が

必
要
と
考
え
ま
す
。
改
良
土

も
残
土
条
例
対
象
外
で
、
今

後
も
県
と
共
に
定
期
的
に
協

議
、
監
視
し
て
い
き
ま
す
。

や
は
り
市
の
残
土
条
例

が
必
要
。
現
時
点
で
の

市
長
の
思
い
は
ど
う
か
。

残
土
条
例
案
は
、
ベ
ス

ト
の
つ
も
り
で
出
し
ま

し
た
が
、
残
念
な
結
果
で
し

た
。
当
時
、
思
い
至
ら
な

か
っ
た
点
も
あ
り
得
る
の
で
、

任
期
中
に
私
の
考
え
を
ま
と

め
、
整
理
、
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
財
政
構
造

確
立
の
た
め
の
集
中
的

取
組
み
を
行
い
、
市
民
に
協

力
を
仰
い
で
い
る
が
、
こ
の

取
り
組
み
を
行
っ
た
先
に
、

ど
の
様
な
未
来
が
待
っ
て
い

る
の
か
見
え
て
い
な
い
。
我

慢
す
る
ば
か
り
で
将
来
の
見

通
し
が
立
た
な
い
の
で
は
。

市
民
も
不
安
し
か
感
じ
な
い

の
で
は
。
こ
の
取
り
組
み
を

行
っ
た
先
に
あ
る
袖
ケ
浦
の

姿
を
、
ど
の
様
に
考
え
て
い

る
の
か
。
市
長
が
目
指
す
袖

ケ
浦
市
の
未
来
を
伺
う
。

「
住
み
や
す
さ
ナ
ン
バ

ー
ワ
ン
、
子
育
て
環
境

日
本
一
」
こ
そ
が
私
の
考
え

て
い
る
政
策
目
標
で
す
。
ま

た
将
来
都
市
像
で
あ
る「『
自

立
と
協
働
の
ま
ち
』
人
い
き

い
き
、
緑
さ
わ
や
か
、
活
力

あ
ふ
れ
る
袖
ケ
浦
」
の
実
現

こ
そ
ま
ち
の
未
来
像
で
す
。

ら
発
展
的
に
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

市
長
が
言
う
「
市
民
参

画
」
は
粗
大
ご
み
処
理

料
値
上
げ
な
ど
生
活
に
直
結

す
る
分
野
で
行
う
こ
と
が
肝

要
だ
と
考
え
る
が
。

手
数
料
値
上
げ
は
財
政

構
造
の
改
革
の
問
題
で

あ
り
、
徴
収
や
給
付
な
ど
個

別
的
な
も
の
は
馴
染
ま
な
い

と
考
え
ま
す
が
、
経
緯
や
状

況
説
明
は
必
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

協
働
の
進
め
方
の
例
と

し
て
、
防
災
分
野
で
新

た
な
戦
略
は
あ
る
か
。

自
主
防
災
組
織
の
組
織

率
ア
ッ
プ
は
、
住
民
に

主
体
的
な
活
動
を
し
て
も
ら

う
た
め
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

消
防
団
と
自
主
防
災
組
織
の

連
携
も
重
要
で
、
例
え
ば
消

防
団
の
訓
練
に
自
主
防
災
組

織
が
顔
を
出
す
な
ど
、
一
歩

進
ん
だ
連
携
を
検
討
中
で
す
。

市
有
地
や
学
校
、
公
民

館
等
公
共
施
設
に
太
陽

光
発
電
施
策
等
設
置
を
推
進

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

他
市
を
参
考
に
本
年

度
、
庁
内
検
討
委
員

会
で
設
置
の
可
能
性
、
費
用
、

維
持
管
理
等
導
入
の
方
針
等

を
定
め
る
予
定
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
政
府
憲
法

解
釈
を
変
え
、
集
団
的

自
衛
権
行
使
容
認
へ
の
動
き

が
あ
る
。
市
長
と
し
て
反
対

表
明
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。国

の
専
権
事
項
で
あ

り
、
積
極
的
意
見
表
明

は
控
え
、
国
民
が
納
得
で
き

る
国
会
議
論
を
期
待
し
ま
す
。

国
民
の
中
で
戦
争
賛
成
の
人

は
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と

私
は
思
い
ま
す
。

袖
ケ
浦
市
の
住
み
や
す

さ
、
子
育
て
環
境
は
、

全
国
で
何
位
か
伺
う
。

ど
の
位
の
位
置
に
あ
る

か
と
い
っ
た
評
価
は
持

ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
。

　

東
洋
経
済
新
報
社
の
都
市

デ
ー
タ
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、

全
国
811
の
内
401
位
で
す
。

子
育
て
し
や
す
い
自
治

体
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、

近
隣
４
市
の
中
で
も
３
番
目

と
い
う
低
さ
で
あ
る
。
最
低

限
４
市
で
１
位
を
目
指
し
て

欲
し
い
。
今
後
、
№
１
を
目

指
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
の

か
、
逆
に
、
持
続
可
能
な
財

政
構
造
確
立
の
た
め
の
集
中

的
取
組
み
を
行
い
、
何
と
か

現
状
を
維
持
さ
せ
て
い
く
だ

け
な
の
か
。
ど
ち
ら
を
目
指

し
て
い
る
の
か
伺
う
。

両
方
と
も
し
っ
か
り

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

袖
ケ
浦
市
政
に
お
け
る
市
民

協
働
の
あ
り
方
に
つ
い
て

法
規
制
な
い
埋
め
立
て
を

規
制
す
る
条
例
を

こ
れ
か
ら
向
か
う
べ
き
袖

ケ
浦
市
の
姿
に
つ
い
て

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推

進
策
は

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認

反
対
表
明
を

Q

Q

Q

Q

QQ

QQ

Q

QQ

Q

A

A

A

A

AA

A A

A

AA

A
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「
国
に
お
け
る
平
成
27
年
度
教
育
予
算
拡
充

に
関
す
る
意
見
書
」
採
択
に
関
す
る
陳
情
書

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関

す
る
意
見
書
」
採
択
に
関
す
る
陳
情
書

陳
情
要
旨

①
両
駅
へ
の
「
み
ど
り
の
窓
口
」
復
活　

②
両
駅

の
「
業
務
委
託
」
を
正
規
Ｊ
Ｒ
職
員
へ
戻
す　

③

両
駅
の
ホ
ー
ム
へ
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置　

④
袖
ケ
浦
駅
の
詳
細
な
見
取
り
図
を
市
民
に
示
し
、

市
民
か
ら
要
望
事
項
を
募
る
こ
と　

に
つ
い
て
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
千
葉
支
社
及
び
袖
ケ
浦
市
長
に
決
議

文
の
写
し
の
送
付
を
求
め
る
も
の
。

陳
情
要
旨

　

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
め
ざ
し
、
豊
か
な

教
育
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
震
災
か
ら
の
復
興

教
育
支
援
事
業
の
予
算
の
拡
充
を
十
分
に
は
か
る

こ
と
な
ど
、
６
項
目
に
つ
い
て
国
に
対
し
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
も
の
。

★
「
物
の
豊
か
さ
だ
け
で
な
く
、
子
供
た
ち

の
生
き
る
力
と
心
の
豊
か
な
人
間
性
を
育
む

教
育
」
な
ど
陳
情
の
背
景
が
論
じ
ら
れ
、「
心

を
育
む
教
育
」
が
審
議
の
上
で
キ
ー
ワ
ー
ド

と
な
り
、
全
員
賛
成
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

陳
情
要
旨

　

義
務
教
育
の
水
準
格
差
を
防
止
し
、
義
務
教
育

の
円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
に
、
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
を
堅
持
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
に

対
し
て
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の
。

★
全
員
賛
成
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

議員間討議を試行陳情審議で

　陳情とは、公的機関（市）に、
実情を訴えて善処してくれる
ように要請することです。
　また、議員の紹介がある要

請は、請
せいがん

願と
いいます。

陳
ちんじょう

情ってなんだろう？

ＪＲの長浦駅・袖ヶ浦駅利用者
切り捨てに対する決議書採択の陳情 　

今
回
初
め
て
、
委
員
会
で
の
陳
情
の
審
議
に
対
し
、「
議

員
間
討
議
」
を
試
行
し
ま
し
た
。

議
員
間
討
議
？

　

討
論
の
よ
う
に
、
賛
成
意
見
・
反
対
意
見
を
出
し
合
う

だ
け
で
は
な
く
、
お
互
い
の
意
見
を
尊
重
し
、
よ
り
良
い

結
論
を
導
き
出
す
よ
う
討
議
す
る
も
の
で
す
。
試
行
の
た

め
、
非
公
開
で
行
い
ま
し
た
。

★
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
が
、

利
用
者
が
不
便
を
感
じ
て
い
る
の
か
現
状
を

把
握
し
、
市
と
と
も
に
Ｊ
Ｒ
へ
ど
う
働
き
か

け
て
い
く
の
か
、
引
き
続
き
所
管
事
務
調
査

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
励
波
久
子
議
員

　

長
浦
駅
の
み
ど
り
の
窓

口
が
閉
鎖
さ
れ
、
４
月
１

日
か
ら
は
業
務
委
託
に
な
り
ま
し
た
。
大
人
の
休

日
倶
楽
部
会
員
の
方
が
盛
岡
へ
の
切
符
を
買
い
に

行
っ
た
と
こ
ろ
、
駅
員
に
、
姉
ヶ
崎
駅
か
木
更
津

駅
へ
行
く
よ
う
に
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
他
の
市

民
の
方
か
ら
も
、
窓
口
復
活
の
要
望
や
、
困
っ
た
、

使
い
づ
ら
く
な
っ
た
と
の
訴
え
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
陳
情
を
採
択
す
る
こ
と
は
、
市
民
の
要
望
を
一

つ
で
も
実
現
で
き
る
よ
う
に
、
市
長
の
交
渉
を
後

押
し
す
る
と
考
え
ま
す
。
市
民
の
声
で
あ
る
こ
の

陳
情
は
採
択
す
べ
き
で
す
。

　
前
田
美
智
江
議
員

　

２
月
に
市
と
議
会
は
、

駅
の
利
用
者
が
不
便
と
な

ら
な
い
よ
う
、
市
長
と
議
長
が
Ｊ
Ｒ
東
日
本
支
社

長
に
要
望
書
を
直
接
手
渡
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後

の
交
渉
に
よ
り
、
長
浦
駅
で
は
当
初
は
で
き
な
い

と
さ
れ
て
い
た
通
学
定
期
券
の
購
入
が
可
能
に
な

る
な
ど
、
い
く
つ
か
成
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。
利

用
者
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
に
す
る

と
い
う
思
い
は
市
も
議
会
も
一
致
し
て
い
ま
す
し
、

働
き
か
け
を
し
て
い
る
な
か
、
更
に
重
ね
て
議
会

の
意
思
を
表
明
す
る
必
要
性
は
な
い
と
考
え
ま
す

の
で
、
反
対
で
す
。

賛成

反対
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 袖ケ浦市議会　議会改革の歩み　中間報告

　行政視察で友好を深めた岩手県久慈市議会と袖ケ浦市
議会は、７月 23 日岩手県久慈市で友好交流協定を締結
しました。
　久慈市は、市民に開かれた議会を目指し、市議会に与
えられた使命を達成するための決意を数多く盛り込ん
だ、通称「久慈市議会じぇじぇじぇ条例」と呼ばれる議
会基本条例を３月に制定しています。
　震災で学んだことを生かした災害対策、議会としての
姿勢など、袖ケ浦市議会として学ぶことがたくさんあり、
今回の友好交流協定締結へと繋がりました。

　久慈市の良いところを、袖ケ浦市議会へ生かし、袖ケ
浦市の良いところを参考にしてもらえるような関係を目
指し、今後もより良い交流を図っていきます。

議会改革勉強会を経て、平成 24 年 12 月の定例会において議会改革特別委員会を設置しました。
開かれた議会に向け、研修や視察を通して議会改革の方向性を検討中です。 

　平成 26 年 5 月 14、15 日、議会報告会の見学と議会改革の取り組みを視察するため、
熊本県御船町へ行ってきました。
　御船町は熊本市に隣接する人口約1万８千人の町です。議会報告会を見学してみると、
町民から厳しい意見が次々と飛び出し、回答する議員も四苦八苦しながらも誠実に対応
し、議会と町民が真剣に向き合っている様子が印象的でした。報告会の帰りに町民の方
から「ウチの議員さんはよくやっていますよ」という声を聞きました。議会改革の取り
組みでは、議会モニター（※）を設置するなど町民に開かれた議会を目指す取り組みとし
て非常に参考になりました。
※議会モニター：市民からモニターを公募し、議会に対するいろいろな意見や提言をしてもらう制度

　現在の議案審議では市への質問が主となっていますが、議会改革の論点では議案を深く審議することが求められています。その
手段として「議員間討議」が必要とされており、６月定例会常任委員会での議員間討議試行を前に、早稲田大学マニフェスト研究
所次席研究員の中村健氏を講師に迎え、５月８日議員間討議のワークショップを行いました。
　このワークショップでは、参加議員を４つのグループに分け「市民は議会に何を期待しているのか」と「市民に議会へ関心を持っ
てもらうにはどうすればよいか」のテーマを設け２回のグループワークを行いました。このワークショップで議員間討議の基本的
な手法を学び、議員間討議の試行へと繋がりました。常任委員会での議員間討議を検証し、今後のあり方を検討します。

御船町議会へ！議会報告会を視察

議員間討議研修　質疑から討議へ

あまちゃんロケ地の 岩手県久慈市議会と
議会友好交流協定締結

じぇじぇじぇ !

北限の海女
イメージキャラクター

「アマリン」

議会改革特別委員会では、これまでに 20 回の委員会を開催し、
その中で議会改革と議員間討議について３回の研修を行いまし
た。また、岩手県久慈市と熊本県御船町へ行政視察を行いました。

◆今後の委員会開催予定
　　８月１日（金）、11日（月）、21日（木）
 詳しくは議会事務局までお問い合わせください。
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トトピトトッピピ スクスス

　この消火用水施設は、ポンプ車で川の水を汲み上げられ
るよう、川へ下りる場所を整備したものです。近隣の建物火
災、林野火災等の災害に対し、消火活動を効果的に実施し、
有効な水利を確保します。6月22日（日）、袖ケ浦市消防団第
16～20分団と平川消防署ポンプ車隊による、一斉放水演技
と完成セレモニーが行われました。規律正しい動きと、対岸
まで届く放水は圧巻でした。

富岡地区打越に消火用水施設完成

あまちゃんロケ地
岩手県久慈市議会と
議会友好交流協定締結

（記事は11ページ）

　袖ケ浦市民ふれあい夏まつりは、今
年で１３回目を迎えます。会場となって
いる東京ドイツ村は、冬のイルミネー
ションや四季折々の花が美しく、市内外
から多くの人が訪れる人気スポットです。
　広い芝生広場、水遊び、ステージやア
トラクション、夜の花火もありますので、
たくさん楽しんでいってください。　
会場は暑いので、水分補給を忘れずに。

表紙の写真

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
委
員
長

　
篠
﨑
　
龍
夫

　
副
委
員
長

　
励
波
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子

　
委

員
　
在
原
　
直
樹

 

小
国
　
　
勇

 

緒
方
　
妙
子

 

篠
原

　
幸
一

 

佐
久
間

　
清

 

阿
津

　
文
男

＊一般質問通告一覧表は９月１日頃、ホームページに掲載する予定です。
＊ ９月定例会の予定は、８月２７日（水）に開催される議会運営委員会で正式決
定されます。詳しくは議会事務局（６２－３４５０）へお問い合わせください。

本会議
10：00～

本会議
10：00～

決算審査
特別委員会

敬老の日

秋分の日

本会議
（一般質問）
9：30 ～

本会議
（一般質問）
9：30 ～

本会議
（一般質問）
9：30 ～

総務企画
常任委員会

文教福祉
常任委員会

建設経済
常任委員会

決算審査
特別委員会

本会議
（一般質問
予備日）

決算審査
特別委員会
（予備日）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

9月定例会の予定

　平成26年4月1日、新しく2つの放課後児童クラブが
オープンしました。長浦小学校の敷地内ですみれ福祉会
が運営する「長浦第二放課後児童クラブ」と、中央図書
館駐車場の隣接地でNPO法人キッズパレットが運営す
る「たからじま」です。両クラブとも、小学校の校庭で遊
べる恵まれた環境の中、子供たちは毎日元気いっぱいで
す。利用者が増加する両地区での待機児童の解消につな
がっています。

「長浦第二放課後児童クラブ」と
「たからじま」が開所しました

袖ケ浦市議会 検索

長浦第二放課後児童クラブ

たからじま

北限の海女
イメージキャラクター
「アマリン」

久
慈
市
議
会 

八
重
櫻
議
長

袖
ケ
浦
市
議
会 
渡
辺
議
長


